
経営体の概要

事業概要
事 業 種：国営農地再編整備事業
関係市町：北海道虻田郡真狩村
受益面積：1,028ha
事業期間：平成19年度～平成27年度
事業目的：区画整理・農地造成
主要工事：区画整理987ha、農地造成５ha、

道路4.8km
（令和３年度調査時点）

規模拡大と輪作体系の確立によるブロッコリーの大規模生産
～野村 秀幸氏〔真狩村〕～

取組の経緯と経営転換のポイント等

営農改善のポイント

畑作野菜/ブロッコリー／作物の変化／省力化／規模拡大・土地利用調整

＜問い合わせ先＞
北海道開発局 農業水産部
農業計画課 計画第１係
電話：011-709-2311

（内線5522）

事業実施前：平成17年
基幹作物 ：ばれいしょ、大豆、ゆり根、だいこん、

にんじん、スイートコーン

経営面積 ：17.0ha

本事業により、１団地0.6ha程度と小区画・不整形の農地が、１団地４ha程
度の大区画かつ一定勾配のほ場となり、ほ場条件の改善と農作業の効率化が可
能となったことに加え、周辺農地を継承することで経営規模を3.5倍に拡大し
た。また、経営規模の拡大に伴い、新規にブロッコリー、かぼちゃ、緑肥を導
入することで輪作体系を確立した。新たに導入したブロッコリーは、独自の販
路開拓と新たな労働力確保を進め大規模生産を実現した。

②省力化
トラクターに自動操舵装置を導入したことにより、熟練度に関

係なく常時雇用者が機械操作を行うことが可能となり、整地、播
種・植付、畝切、心土破砕などの作業は、直線移動作業の延長増
による旋回回数の減等により、作業時間が３割程軽減した。

また、ほ場面積が拡大し、分散も解消したことから、移動時間
が短縮し、営農作業の効率化が図られた。

③規模拡大・土地利用調整
基盤整備による作業の効率化及びほ場の分散の解消により、地

域内の離農跡地を継承して経営規模を3.5倍程度に拡大している。
借地は、以前は自宅から遠く離れた農地を借りていたが、事業

の進捗に応じて自宅周辺の整備済農地に集積を進めた。

真狩地区

位置図（北海道）

①作物の変化
大規模での輪作体系を確立するため、ばれいしょ、大豆、にん

じん、ゆり根の作付拡大と、ブロッコリー、かぼちゃ、緑肥を新
たに導入する一方、だいこんに替え、近年需要の多いブロッコ
リー栽培を優先することで、現在16haを作付けしている。

事業実施後：令和３年
基幹作物 ：ばれいしょ、大豆、ゆり根、にんじん、

ブロッコリー、かぼちゃ、スイートコーン

経営面積 ：60.0ha

ブロッコリー収穫

小区画の排水切替て大区画化

ゆり根と緑肥間の除草
（ロータリー掛け）


	　本事業により大区画で土壌条件が均一化し、１団地当たり事業前の３haが５～７ha程度となり、同一作物を１団地に集約したほか、併せて自動操舵装置の導入、大型農機具への増強・更新により作業効率が向上した。これら農作業の効率化に伴い、規模拡大を進め、ばれいしょ、小豆、だいこんの高収益作物の作付を拡大するとともに、ＪＡようていのクリーン農業やだいこんでのエコファーマーに取り組み、ようていブランドとして販売されるなど、より効率的な営農を実現している。
	　本事業により、１団地0.6ha程度と小区画・不整形の農地が、１団地４ha程度の大区画かつ一定勾配のほ場となり、ほ場条件の改善と農作業の効率化が可能となったことに加え、周辺農地を継承することで経営規模を3.5倍に拡大した。また、経営規模の拡大に伴い、新規にブロッコリー、かぼちゃ、緑肥を導入することで輪作体系を確立した。新たに導入したブロッコリーは、独自の販路開拓と新たな労働力確保を進め大規模生産を実現した。
	　本事業により、ほぼ８haの１枚区画となり土壌条件が均一化されるとともに、経営規模を拡大したことで1作物を１団地に集約した。併せて自動操舵装置の導入等により作業効率が向上した。これら農作業の効率化に伴い、ばれいしょの作付拡大と黒大豆を新規導入した輪作体系を確立し、従来から取り組んでいたばれいしょの直販やポテトチップスなどの加工販売に加えて、黒大豆の加工に取り組み、６次産業化を拡充し収益力の向上を実現した。
	　事業開始前は、条件不利な農地での牧草作付けと比較的条件の良い遠方ほ場での畑作物を作付けしていたが、本事業による大区画化やほ場条件の改善と自宅周辺に畑作物を集約し効率化を実現した。�　農作業の効率化を契機に、食品加工等を行う運営会社を設立したのち、自らの牧場で採れた牛乳などを使った飲食店と加工施設を備えた施設「マーシーズファーム」を開業し、地域の活性化に貢献している。
	　事業開始前は、小区画・不整形で傾斜による機械転倒の危険性もあったが、本事業により大区画化やほ場条件が改善した。また、自社で大型の野菜収穫運搬機やにんじん収穫機を開発・導入するなど農作業の効率化を進めるとともに離農地を継承し、ブロッコリーの大幅な作付け拡大と経営面積約100haの地域を代表する法人経営を実現した。独自の販路を築き、ブロッコリーを首都圏へ独自配送するほか、アスパラガスの輸出等にも取り組んでいる。

